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 現況 （仮称）新箕面駅整備後 

3.駐車可能台数  入庫規制が行われると車両が駐車できなくなることから、実際の駐車可能台数は 1,681 台と

算出される。 

表 実際の駐車可能台数 
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（＝①×③） 380 240 700 361 1,681 

 

 入庫規制が行われると車両が駐車できなくなることから、実際の駐車可能台数は 1,460 台と

算出される。 

表 実際の駐車可能台数 
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駐車場利用率 95% 95% 70% － 

④実際の駐車可能台数 
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4.商業施設の来訪手段  みのおキューズモールにおける自動車の分担率は、東急不動産へのヒアリングに基づき 80%

と設定した。 

表 みのおキューズモールの来訪手段※ 

 自動車 自動車以外 計 
⑤商業施設来訪手段 80% 20% 100% 

※東急不動産へのヒアリング結果より設定

 尼崎キューズモールは、東側、西側、北側から JR 線でアクセスすることが可能であり、自動

車の分担率は 20%である。 

 この 20%は鉄道路線が接続しない南側からの来訪と仮定すると、（仮称）新箕面駅整備後は

東側、西側、北側の計 3方面で鉄道路線が接続しないことから、60%（=20%×3 方面）が自動

車で来訪すると設定した。 

 
図 尼崎キューズモールへの鉄道による来訪イメージ 

表 尼崎キューズモールの来訪手段※ 

 自動車 JR・バス 左記以外 計 
⑤商業施設来訪手段（尼崎） 20% 25% 55% 100% 

※東急不動産へのヒアリング結果より設定

 

表 （仮称）新箕面駅整備後の来訪手段 

 自動車 左記以外 計 
⑥商業施設来訪手段（箕面） 60% 40% 100% 

 
 

  

1 方面で 20% 

20% × 3 方面 ＝ 60% 

尼崎キューズモール 
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 現況 （仮称）新箕面駅整備後 

5.駐車場入庫台数  平日の入庫台数は 7,059 台、休日の入庫台数は 8,674 台である。 

表 駐車場入出庫状況 

平日 

 

休日 

 
 

 4 章で整理したように、現況の自動車の分担率は 80%、整備後の自動車の分担率は 60%である。

 以下の数式により、平日の入庫台数は 5,295 台、休日の入庫台数は 6,506 台となる。 

整備後の入庫台数＝現況の入庫台数÷0.8×0.6 
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